
 

 自由記述欄に寄せられたご意見に園としての考え（反省・説明・理解・お願い等）をまとめましたので、ご一読願います。       

 こども園つみき                                                       №１       

部門 自由記載内容（一部要約） 自由記載内容に対する検討内容および回答 
 
運営全般 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・いつもありがとうございます。 
・いつもあたたかな目で子ども達を見守って下さり、ありがとうございます。 
 個々の子どものリズムに合わせての保育は、先生数から考えて、とても大変な
事と思います。冬になり流行性の感染症も増える中、先生方の元気がとても心
配です。諸々お願いすることも多く、申し訳もなく思います。具体的な改善案
等は無いのですが、先生方が元気でいられるような（そうすれば子ども達も元
気です！）園であって頂きたいと思っています。 

 
・お迎え等で熱がある子と一緒にお迎えをしているママさんたちを多く見かけま
す。園児は熱があれば行けないのにそれはどうかなと思っています。玄関で引
き渡してはどうですか。 

 
・子ども達が安心して過ごせる環境を常に作って下さりとても感謝しています。
いつもありがとうございます。 

 保育士の方も少ない人数で工夫してやり繰りして下さっているのも分かるし、
より良いこども園作りに取り組んでいる様子も伝わってきます。これからもよ
ろしくお願いします。 

 
・ここで何か改良を求めてもそれに応えようという姿勢を感じない。（過去のアン
ケートの結果） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・鼻水が乾いている跡やおやつの後の口のまわりなど、迎えに行った時にきたな
いままだったりなので、もう少しキレイに拭いてもらいたいと思います。 

 
 
・懇談会は 17:00 だと仕事の関係で参加が難しいので、せめて 18:00 以降が良
いです。 

 良いかわかりませんが、グループＬＩＮＥで情報共有とか・・？いろいろ情報
管理が難しいので現実的ではありませんが・・・より良い時間の使い方がない
かなと 

 

 
 
・職員へのお気遣いありがとうございます。これからも子どもたちがのびのび
と楽しく園生活を送れるよう、職員一同努めてまいります。 

 
 
 
 
 
・各ご家庭で様々な事情があると思います。事前に相談して頂ければ、できる
だけ対応したいと思います。 

 
 
・保育士不足の解消のために役場も様々な方法で努力していますが、すぐに解
決できる問題ではないようです。 
次年度も安心・安全な保育を確保しながら、最善の体制で園の運営ができる
よう心掛けていきます。 

 
 
・毎年のアンケートの結果を見てお分かりかと思いますが、賛否両論さまざま
なご意見をいただきます。すぐに対応・改善が出来ることもありますが、中
には時間をかけて検討しなければならないものや改善が難しいもの等もあ
り、すべての方の要望にお応えするのは難しいこともあります。しかし、さ
らにより良い園運営を進めるため、「もうこれで良い」と思うことなく、日々
取り組んでいることをご理解いただければ嬉しいです。 

 改善点が見えないところもあるかと思いますが、ここ数年では、①濡れおし
ぼり持参からボックスティシュへの変更、②お昼寝パジャマの廃止、③歯ブ
ラシの持ち帰り、④年長児のお昼寝無しの期間の延長、⑤運動会の座席取り
の方法の変更、⑥入園説明会を新規入園の方だけを対象にする、⑦親子バス
遠足の廃止など、アンケートの結果や懇談会での意見等を参考にしながら見
直しや改善を図ってきました。毎年のアンケートの結果を見て分かるよう
に、何事も賛成あり反対ありが当たり前です。アンケートに限らず、改善・
改良につながる具体的な意見や提案はいつでも大歓迎です。良い案がありま
したらいつでも声をかけていただければと思います。 

 
・改めて気を付けていきたいと思いますが、合わせて園では基本的な生活習慣
として、発達段階に応じて鼻水が出ていることを自分で気づき自分で鼻をか
んだりすることが出来るように声かけをしていることもご理解ください。 

 
・今年度の反省をもとに次年度改めて提案させて頂きます。 
 
・グループＬＩＮＥ等、活用できたら便利だなと思いますが、おっしゃる通り
個々の情報管理の問題があるので園として使用することは考えていません。 
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運営全般 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・自分で考える事や自主性を伸ばすような取り組みは素晴らしいと思います。個
を尊重する方向性はこれからも続けていって欲しいです。 

 
 
 
・子どもを預かって下さることが本当に有り難いです。そしてその保育園を楽し
いと感じながら通ってくれることに感謝です。少ない数の先生方が日々一生懸
命に子ども達と向き合ってくださる事に心から感謝しています。安心して働け
ます。 

 
・保育園前の道路を一方通行にしている事を御存知ではない方いらっしゃるので
は？と思います。最近、右折される方をちょこちょこ見掛けます。今一度周知
されては？ 

 
・以前どこかに出かけたお土産にお菓子は禁止になりませんでしたか？（アレル
ギーの関係で） 

 今年何度かいただいたのですが、どうなっていますか？あやふやになってしま
っているのならきちんと決めて欲しいです。家で出かけた時に子どもへの説明
に困ります。 

 
・冬までの間、幼稚園組のお子さんは、こあらの教室から帰るので、遅れても延
長料金がかからず口頭注意は不公平ではないですか。 

 
 
 
・子どもの言葉づかいがあまり良くないのが気になります。ノーゲームディの取
組みよりも言葉づかいをきれいに話す取り組みをしたほうがいいのではないで
すか。 

 
 
・子どもがお店屋さんごっこを４月から楽しみにしていたので、なくなってしま
ったのを残念がっていました。子どもが楽しみにしていた行事をなくすのはど
うなのかなと思います。 

 
 
・園では色々な人の訪問者があったりで子ども達がびっくりしたり、喜ばせたり
してくれます。 

 運動会は今年はすごい雨でした。でもスポーツセンターだったので、曜日の変
更をすることもなく実施しましたし、発表会は福祉センターでゆったりと見る
ことができました。移動するときは大変でしょうけれど今後もこのような形で
やって頂きたいと思います。 

  
・保育士さんの退職等で保育園の運営がきちんとなされているのか心配です。私
立化も考えないといけないのではないでしょうか？働きたい方もいると思いま
すが、８ｈ勤務ができない事もあり、なかなか働きたい方も働けないと思うの
で求人の見直しも考えるべきではないですか？（この意見は役場の求人担当に
お願いします。週３日とか半日勤務など） 

 
 

 
・今後も保育所保育指針に基づき、今求められている子ども像に合った保育内
容の見直し、改善に取り組んでいきます。 

 
 
 
・頑張ってきた職員の励みになります。ありがとうございます。 
 
 
 
 
・「入園のしおり」にも載せてお願いしていることですが、園便りなどで再度  
 ご理解とご協力をいただくよう呼びかけたいと思います。 
 
 
・大変良いご指摘をいただきありがとうございます。曖昧になっていたことを
反省しております。１２月２６日発行の園便り１月号で改めて「クラスへの
お土産はしない」ようご協力をお願いしました。 

 
 
 
・夏期間はお迎えの方が園内に入らなくてもいいように保育士がお迎えの時間
を記録して手動で登降園システムに入力しています。どのような事情で口頭
注意になったのかはわかりませんが、不公平の無い運用を心掛けていきま
す。 

 
・園でも注意していきたいと思いますが、幼少期の子どもの言葉遣いは、無意
識に親や大人のまねをして身に付けてきたものです。家族間での会話や言葉
遣いについてのしつけが一番の基本と考えております。各家庭でのご協力も
お願いいたします。 

 
・園の一斉行事として取り組むのをやめましたが、きりん組が遊びの延長とし
て「お店」を作って、他のクラスの子どもを招待して従来の「お店屋さんご
っこ」と同じ様に楽しんでいました。年度内にはぱんだ組も同じような取り
組みを計画しています。 

  
・町立こども園の良さを生かして、ドームや福祉センター、その他公共施設、
スクールバス、公園等、全てが園の保育環境の一部と考えています。今後も
有効に活用していきたいと思います。 

 
 
 
 
・保育士不足を解消するために、役場の令和 2 年度の任用職員の募集では勤務
時間や週の勤務日数を個々の事情に合わせて働けるように工夫して募集し
ています。また、年度途中でも通年で積極的に募集をしており、２月から保
育補助員が１名採用になりました。 

 
 
 



 
 
運営全般 

 
・安平町の子ども園の様に出来事をメールで配信してはどうか。 
 
 
 
 
・園の入口の鉄の扉の鍵がかけづらいです。小さい子どもをだいて荷物を持って
の開閉と柵の鍵はかなり大変です。改善してもらえないでしょうか。 

 

 
・最新のシステムを導入している園では、保護者のスマホ所持が入園の前提と
なり、専用アプリ使用で子どもの様子や連絡事項をメール配信、保護者から
の出欠の連絡、緊急の連絡等もスマホで対応しているそうです。本園でも将
来的に導入できればと考えています。 

  
・ご不便をおかけして大変申し訳ありません。扉の鍵は敷地内にいる子どもが、
自分で扉を開けて園外に出ないようにするための鍵でもあります。他に良い
鍵があれば、ぜひ改善したいと思います。 

 

 
午  睡 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・昼寝の時間が長すぎて夜寝てくれず困っています。メディアリセットチャレン
ジに８時に寝かせろと書いていましたが絶対に無理ですね。（３歳） 

 
・以上児のお昼寝を無くしてほしい。お昼寝をすることで夜布団に入ってもなか
なか眠れず、朝の目覚めも悪い。いくらアウトメディアに力を入れても早寝早
起きにつながらない。必ずみんな起きてるわけではなく眠たい子は、少しゴロ
ンとなるスペースがあり、後は静かに本を読んだり、パズルをしたりする時間
にすればいいと思う。どうしても無理なら、せめてもう少し時間を短くしてほ
しい。１時間半～２時間は長すぎます。後、部屋を暗くし過ぎだと思う。家で
お昼寝させる時あんなに部屋を暗くしないと思う。パジャマが無くなったのは
大きな進歩だと思う。もう少し普通のことを普通にさせてほしい。 

 

 
・ランチルーム形式を取り入れて個々の子どもの生活実態に合わせて遊ぶ時間
や給食の時間を選択できるようにしたことと同じ様に、午睡をする・しない、 
睡眠時間も個々の子どもに応じて選択できるようにしたいと思っています。 
しかし、現行の体制では人員不足のため実施することができません。 
午睡中でも見守りのための人員が必要です。それ以外に午睡をしない子の保
育のために人員を配置するとなると現行以上に職員が必要になります。保育
士と合わせて保育補助員の数も十分に確保できる状況になりましたら実施
したいと考えています。 

 
・園便りでもお知らせしましたが、このご意見を基に部屋の明るさについて改
めて検討しました。現在は見守りをしている保育士が寝ている子どもの表情
や顔色がわかる明るさ、緊急の避難の際でも落ち着いて行動できる明るさに
なるよう以前より明るくしました。 

 
 
ランチルー
ム形式 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・選択性にすることで、子ども達が自分で考え行動する力がついて良いと思う。 
 
・ランチルーム形式ですが、自らの判断も良い事だと思いますが、食事の時間は 
 「この時間ですよ！」と分かってもらう事も必要かと思います。今後、小学校
へつなげていくのなら、なおさらにそう思います。 

 
・ランチルーム形式は賛成できません。やはり決められた時間にみんなそろって
「いただきます」をする方がいいと思います。 

 おもちゃも一度片付けてから食事にした方がいいと思います。小さい子が寝て
いる横で食事している様子はなんか変な感じでした。 

 
・いろいろなクラスの友だちと食べるランチルーム形式は良い事ですが、小学校
の前の生活としてご飯を食べる前にお片付けをしてから食べる事も大切な事で
なないでしょうか。 

 
 
・個々の子どもの生活リズムに合わせるという考え方は良いと思うが、まだ、子
どもが給食の時間を選択しなくても良いと思う。集団行動に慣れる意味では、
皆全員そろって食事をとるという保育の方が私は良いと考えます。 

 自宅でも家族全員で食事をとることを心掛けているが、遊びに集中していると
ご飯を後で食べるという事もある。ご飯は後でも良いという考えが子どもにも
出来ている気がします。 

 
 

 
・保育所保育指針の健康の内容の取扱いでは「～子どもの食生活の実情に配慮
し、和やかな雰囲気の中で保育士等や他の子どもと食べる喜びや楽しさを味
わったり、様々な食べ物への興味や関心を持ったりするなどし、様々な食べ
物への興味や関心を持ったりするなどし、食の大切さに気付き、進んで食べ
ようとする気持ちが育つようにすること。」となっています。 

 
 この保育指針の主旨に沿った保育を具体的に実現するために今年度からラ
ンチルーム形式を取り入れてきましたが、その良さとして 

 ①子どもが自分のお腹の好き具合や献立に応じて食べる時間を考え、時間を
選択させることによって主体性や自主性を養う事ができる。 

②各家庭によって登園時間に違いがある。遅く登園してきた子は遅い時間帯
で食べることができるので、以前より遊ぶ時間が長くなった。 

③各家庭によって朝食時間に違いがある。お腹がすいた子は早く食べ、朝食
が遅かった子はお腹を空かせてから遅い時間帯で食べることができる。 

④ホールを使用するため、教室での活動を継続することができる。 
 また、つみきやブロックなどの製作も継続して行うことができる。 
⑤個々の子どもが自主的に準備をして食べるので、一斉に食べるために準備
の遅い子を待つ必要がなくなった。また準備の遅い子は自分のペースで準
備を進めることができる。 

⑥異学年の交流が生まれ、年中小は年長児を見習い、年長児は年長としての
自覚が高まった。 
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沢山のご意見をいただきありがとうございました。このアンケートに寄せられた様々な要望にすべてお応えすることは難しいですが、園としてどのような考えで行

っているのかをご理解いただければと思っています。今年も、すぐに出来る事はすでに変更しましたが、中には少し時間をかけて検討したいものもありました。ま

た、現状ではできないこと事もありました。今後さらに検討して次年度の園運営に生かしたいと思います。 

※ どんな小さなことでも改善につながる具体的な提案や意見は常に受け付けていますので、気軽に声をかけて頂きたいと思います。 

 
 
 
 
 
 
ランチルー
ム形式 
 
 

 
・ランチルーム形式にして遊ぶ時間を少しでも長く遊べるように考慮してくれて
いるのが、子どもたちにとって沢山体を動かす事ができてよいと思う。 

 
 
 
 
・家でも夕食の時間などすぐ座らなくなったような気がします。「えーまだお腹す
いていないんだよなー」と「お腹すいた―」と帰宅しているのに。ただテレビ
が見たいからだとそのような事になってしまいます。自由なランチルームも少
しやり方が違う方法もあるのでは・・・と思います。 

 

 
今年度の実践で検証されたことですが、ランチルーム形式によって遊びの時 
間が増え、遊びの継続性や質も変わり、教室のあり方も変わりました。 
「遊び」は幼児教育の根幹です。次年度も「遊び」が園の活動の中心にな 
るよう更なる工夫改善をしていきたいと思っています。ご理解とご協 
力をお願いいたします。 

 
・園には園の方針や決まりがあり、各家庭では家庭ごとに決まりがあります。
園の生活と家庭の生活では状況が違いますので、園の決まりに関わりなく、
家庭では家庭の決まりごとに沿って子どものしつけや教育にあたって頂き
たいと思います。 

 

 
発表会 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・発表会とても楽しく見せてもらいました。子ども達の成長も感じられてよかっ 
たです。 

 
・発表会はとても子供の日常が生かされていて良かったです。 
 
・今年から初めて発表会へ出演し、いつもと違う環境のせいかちょっとしたトラ
ブルもありましたが素早く対応して頂き、子どもも本番では練習の成果を発揮 
して親子共に思い出に残る発表会になりました。有難うございました。 

 
・発表会のきりん組の劇は、一人一人に役割があり、色々な勝負が見られて楽し
かったです。 

 
・発表会は自主性を尊重してくださってありがたかったです。ただ、裸足だった
のが寒くないかな・・・と思いました。滑るのかどうかわかりませんが上靴持
参でも良いかと思いました。あと、定点で撮影したものを販売などして頂けた
ら、場所取りせずゆっくり見られるのかなと思いました。 

 
 
 
・発表会、劇は結果が当日までわからないということで、どういう風になるんだ
ろう・・・？と思っていたら、それぞれが自分で考えて動けていて、成長を感
じることができました。今年から（？）子ども達の自主性を大事にした保育を
しているとのことだったので、そのおかげかなと思います。 

 そういう保育だときっと先生方の負担は余計に増えているのではないかと心配
ではありますが、子ども達にとっては良い環境で見てもらえて有り難いです。 

 
・毎年思うことなのですが、年長さんの女の子の衣装が年齢にふさわしくないと
感じます。着方によってはおへそが出たり、スカートが短すぎたり、様々な人
が見ている場なのでもう少し考慮した方が良いのでなないでしょうか。 

 
・沢山の好評をいただきありがとうございました。発表会を通して保護者の皆
さんと共に子どもの成長を共有できたことが、私たちの一番の喜びです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
・未満児は普段から裸足で上靴を使用しておらず、当日だけ慣れない靴下や上
靴をはかせることによる心配もあります。寒さ対策を含めて今後の検討課題
とさせていただきます。 

・撮影を業者に頼むという方法はありますが、購入される方の数や仕様によっ
ては保護者の負担も大きくなると思います。今後懇談会等で別の方法や他の
保護者の方の意見なども聞かせて頂きたいと思っています。 

 
・これからの社会を主体的に生き抜いていく力を育むためには、幼児期にその
素地を養っておくことが大切です。これからも行事をはじめ園全体の活動を
通して子どもの自主性を大事にしながら、自己有用感や自己肯定感を育んで
いきたいと思います。 

  
 
 
・次年度はご指摘のあった点に注意して、ふさわしくないと思われることがな
いよう配慮していきたいと思います。 


